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当社連結子会社による株式会社トーシンパックの株式の取得（連結子会社化） 

に関するお知らせ 

 

 

株式会社 GENDA（本社：東京都港区、代表取締役社長 CEO：片岡 尚）及びグループ会社（以下、

「当社グループ」）は、キャラクターグッズの企画・製造・販売等を行う株式会社トーシンパッ

ク（本社：東京都文京区、代表取締役社長：篠原 幸太、以下「トーシンパック」）の発行済み株

式の 100%を取得し子会社化いたしましたので（以下、「本株式取得」）、下記のとおりお知らせい

たします。 

なお、本件については、株式会社東京証券取引所が定める「孫会社の異動を伴う株式又は持分

の譲渡又は取得その他の孫会社の異動を伴う事項」にかかる適時開示軽微基準の範囲内であり、

任意で開示するものであることから、一部事項について記載を省略しております。 

 

記 

 

１．本株式取得の目的 

当社グループは、「世界中の人々の人生をより楽しく」を Aspiration（アスピレーション＝大

志）に掲げ、その実現のためグローバルにエンターテイメントのネットワークを構築し、世の中

に広がる「楽しさの絶対量」を増やすことを目指しております。M&A によって当社グループなら

ではのエンタメ経済圏を構築する過程において、アミューズメント施設を中心とする「エンタ

メ・プラットフォーム」を国内外で拡大しながら、当社のエンタメ経済圏内でシナジー効果の期

待できるエンターテイメント企業及び事業等の M&A も積極的に実施し、エンタメ事業ならでは

のボラティリティを超越するとともに当社グループ内の企業間で相互に事業拡大及び利益貢献

する構造を構築しております。 

当社グループは、株式会社フクヤ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：齋藤 潤一、以下



「フクヤ」）において、プライズやオリジナルグッズの企画・製造・販売事業を行っています。

フクヤは、プライズの中でも特にオリジナルプライズやライセンスキャラクタープライズに関

する企画等に強みを有し、その強みを生かした推し活（好きなアイドルやキャラクターなどを応

援する活動）グッズを「fanfancy+」ブランドで展開し人気を博しております。さらに、当社グ

ループのアミューズメント施設「GiGO」とコラボレーションした推し活グッズ専門ショップ

「fanfancy+ with GiGO」は、近年のアニメ、アイドル市場の活性化に伴う国内外のお客様の推

し活ニーズに応えた商品展開で好評いただいております。 

トーシンパックは、1976 年に設立され、本年で創立 50 周年を迎える企業であり、1983 年より

ファンシーグッズ、1992 年よりライセンスキャラクターグッズの企画・製造・販売を行ってお

り、現在においても、国内外で人気の様々なキャラクターやアニメ等の IP ライセンスグッズを

取り扱っています。 

トーシンパックが当社グループに参画することにより、当社グループが手掛けるプライズや

キャラクターグッズの企画・製造・販売において、これまで取り扱いの無かった IP へのアクセ

スが期待できます。一方、トーシンパックが企画・製造・販売を行っている海外人気の高い IP

ライセンスグッズを当社グループの販売網で海外展開していくことが期待できるほか、トーシ

ンパックにとっては人事、経理及び財務等の管理業務の構築に対する当社グループのサポート

が期待できます。また、両社のノウハウ等の共有により、双方の効率性及び収益性の向上が見込

まれます。 

今後も当社グループ一丸となって多様なエンターテイメント体験をお届けできるよう、邁進

してまいります。 

 

２．本株式取得を行う連結子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社フクヤ 

（２） 所 在 地 東京都中央区日本橋本町一丁目 5 番 4 号 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 齋藤 潤一 

（４） 事 業 内 容 プライズの企画・製造・販売 

（５） 資 本 金 30 百万円 

 

３．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社トーシンパック 

（２） 所 在 地 東京都文京区小石川三丁目１９番１４号 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 篠原 幸太 

（４） 事 業 内 容 キャラクターグッズの企画・製造・販売、ノベルティの

製作 

（５） 資 本 金 10 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1976 年 12 月 13 日 



（７） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 個人 1 名：100% 

（８） 上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資本関係 該当事項なし 

人的関係 該当事項なし 

取引関係 該当事項なし 

（９） 経営成績 

決 算 期 2023 年 10 月期 2024 年 10 月期 2025 年 10 月期 

売 上 高 518 百万円 720 百万円 810 百万円 

 

４．取得の相手先の概要 

 株式取得の相手先は個人株主 1 名となりますが、相手先の意向及び当事者間の守秘義務契約

により、氏名等は非公開とさせていただきます。なお、当社グループと株式取得の相手先との間

に記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係はありません。 

 

５．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

異 動 前 の 所 有 株 式 数 0 株 

取 得 株 式 数 20,000 株 

異 動 後 の 所 有 株 式 数 20,000 株（所有割合 100%） 

※取得価額につきましては、当社グループの直前事業年度の末日における連結純資産額の 15%を

下回る金額であり、当事者間の守秘義務契約に基づき非開示ではありますが、今回の取得価額を

前提とすると、シナジー効果を織り込まない対象会社単体の税引き後の調整後営業利益ベース

でも、20%超の ROIC（投下資本利益率）を確保できる水準であると想定しております。 

なお、取得価額につきましては、外部の専門家による株式価値評価及び法務・財務に関する調査

の結果等を合理的に勘案の上、当事者間の協議を経て、決定しております。 

 

６．異動の日程 

（１） 投 資 委 員 会 決 議 日 2026 年３月 31 日 

（２） 契 約 締 結 日 2026 年３月 31 日 

（３） 取 引 実 行 日 2026 年５月 11 日 

 

７．今後の見通し 

本件に伴う当社グループの 2027 年１月期連結業績及び財務状況に与える影響につきまして

は、軽微であると見込んでおりますが、事業の大幅な状況変化により財務的影響が生じる場合

には、明らかになった時点で速やかに開示いたします。 

 



1976年創業、40年以上にわたりファンシーグッズ・IPライセンスグッズを手掛ける老舗プレーヤー

国内外で人気の高い多様なアニメIPの企画・製造・販売実績を有する

トーシンパックとGENDAのノウハウ共有による、グループ全体の効率性及び収益性向上を企図

キャラクターMD領域におけるロールアップ

キャラクター雑貨の企画・製造・販売「トーシンパック」をM&A
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創立： 1976年

業種： キャラクター雑貨の

 企画・製造・販売

業績： 売上高 8.1億円

 （2025年10月期実績）

会社概要 案件概要

本件のバリュエーション：

ROIC（投下資本利益率） 20%超

• 税引き後の調整後営業利益はシナジー効果

を織り込まない同社単体の収益力に基づく
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売上高における各IP比率の推移

注：本件でのROICは、当社が想定する対象会社単体の税引き後 調整後営業利益÷対象会社の企業価値により算出。



新規IPへのアクセス：GENDAでこれまで取り扱いのなかった人気アニメIP等の獲得

海外販売網の活用：トーシンパックの商品力を、GENDAのグローバルネットワークで世界へ展開

運営効率の最大化：GENDAによるバックオフィス機能のサポートにより、クリエイティブな業務に集中できる環境を構築

想定されるシナジー

IPラインナップの拡充とグローバル展開の加速
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• 国内外での販売網
• バックオフィス機能の
サポート

• 多様なアニメIPとの
つながり

• IPポートフォリオの拡充
• グローバル展開の加速
• 経営基盤の強化



本資料は、株主・投資家などの皆さまに

当社の経営方針、計画、財務状況などの情報をご理解いただくことを目的としており、

当社の株式の購入、売却など、投資を勧誘するものではありません。

本資料への情報・資料の掲載には注意を払っておりますが、

掲載された情報の内容が正確であるか、更新時期が適切かどうか

などについて一切保証するものではありません。

また、掲載された情報またはその誤りやデータのダウンロードなど、

本資料に関連して生じた損害または障害などに関しては、

その理由の如何に関わらず、当社は一切責任を負うものではありません。

本資料に掲載されている、当社の現在の計画、見通し、戦略などのうち、

歴史的事実でないものは、将来の業績などに関する見通しであり、

これらは、現在入手可能な情報をもとにした当社の経営陣の判断に基づいており、

リスクや不確定な要因を含んでいます。

実際の業績は、経済情勢、エンターテイメント業界における競争状況などさまざまな要因により、

これら業績などに関する見通しとは大きく異なる可能性があります。

ディスクレーマー
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